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【ものづくり 人づくり 地域づくり】 

　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2013 年度活動テーマ

さあ、 いよいよ本格的に
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主食のお米こそ長時間・精密検査！
摂取量がほかの食品と比べて段違いに多いお米は、原発事故
後3年目のこの秋も、精密に検査してお届けします（田んぼ
の土は田植え前の春に検査済みです）。

検出の「最高値」で比較すると以下の通りです。

　　　　　　　（昨年）　　　　　　（今年）

■白米　0.46 Ｂｑ　⇒　不検出 （検出限界＜ 0.2 Ｂｑ / ｋｇ）

■玄米　1.16 Ｂｑ　⇒　0.90 Ｂｑ
　　　　　　　　　　　　※検査結果詳細は 2 ページ

３年目にして白米が0.2ベクレル以下の不検出。とて
もうれしいことです。しかし、余りにも「のど元すぎ
れば」のこの世の中。お米に限らず、きちんと測って
食べる判断をすることが今こそ重要です。

私たちの主食のおこめ。 地産地消の主力提携米

「めぐみちゃん （コシヒカリ）」 （新米）

３年目の精密検査 （5.5 時間、検出限界０．２ベクレル /kg） の結果、

「白米」 すべて 「不検出」 ０．２ベクレル /kg 以下

「玄米」 は 11 検体中２検体不検出。 ９検体で０．２８～０．９０Ｂｑ /kg。

★詳しくは今回折り込みのチラシ （上記） をご覧ください。

　　　　　　たくさんの生産者が皆さんにお会いできるのを楽しみにしています！

ＣＯＯＰ - ＪＯＳＯ　Autumn　Ｆｅｓｔａ 2013

秋の生協まつり
10 月 19 日 （土） 10 時～ 14 時まで

場所 ： 常総生協本部 （守谷駅から徒歩７分）

出展生産者 （予定）
●東北から！ ⾼橋徳治商店（⽯巻）、趙さんの味（仙台） 
コタニ（⼤船渡）、⽩鷹農産加⼯研究会（⼭形）

●愛媛から！ 無茶々園 ●静岡から！ たちばなファーム
●地元から！ 清⽔農園、やさとの仲間、鈴⽊牧場、浅野さん、
沼屋本店、本橋桶店、ランカスターなど

小雨決行
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2013 秋　「めぐみちゃん」 精密検査結果

生産者 11名全ての白米で検出されず！（検出限界 0.2 Ｂｑ）。

■ 「めぐみちゃん」 土壌 ・ 玄米 ・ 白米の放射能推移 （2011 年～ 2013 年）

■白米がついにすべて不検出に！
　上の表は、原発事故初年度の 2011 年から今

年までの、「めぐみちゃん」の土壌・玄米・白

米の放射能推移です。検査結果です。（その下

は、表の数値をグラフにしたものです）。

【白米】 生産者 11 名 すべての白米がついに不
検出となりました！ （検出限界＜ 0.2 Ｂｑ / ｋｇ）。

【玄米】 最高値が 1.16 Ｂｑ⇒ 0.90 Ｂｑに減少。
　11 人全員の玄米を検査した結果、 2 検体が不
検出。 9 検体が 0.28 ～ 0.90 Ｂｑ / ｋｇでした。 玄
米も安心して食べられるレベルに！

【土壌】 平均 198.8 Ｂｑ⇒ 177.6 Ｂｑに微減。

　45 枚の田んぼの土全てを検査した結果、 105
～ 274 Ｂｑ /kg。 減衰率がゆるやかです。 水を通
してセシウムが付着した土壌粒子が水田にゆっく
り流入 ・ 集積していると考えられます。
　しかし、 右ページのように、 土壌の力でセシウ
ムは固着されておコメに移行していません。

■正直に示しながら、 生産者と共に。

　放射能問題で、農業を諦めてしまう人が出始めてい

ます。例えば納豆用の大豆。「茨城の大豆」というだ

けで買い手がつかず、茨城県内のある農協は、震災後

その土地固有の希少な納豆専用品種の生産をやめまし

た。食文化がひとつ、消滅しようとしています。

　放射能汚染によって分断された生産と消費の関係を

取り戻すには、生産者と共に調べ、正直に示し、理解

すること。消費者はそれに悩みながらもこたえること

だと思います。

　米も同様です。放射能問題に加え、ＴＰＰの協議

が始まっています。「グローバル化の波に乗り遅れる

な！」「日本は工業製品を輸出しないと生き残れない。

食糧は輸入すればよい」。果たしてその先には何が残っ

ているのでしょうか？世界の食糧争奪戦にこれ以上巻

き込まれてはならないと思います。米ぐらいは少なく

ともこの地域では自給できるようにしましょう。

単位 ：
Ｂｑ / ｋｇ

土壌
（幾何平均） 玄米 白米

2011 年
230.1
（Bq/kg）

↓

最高値 3.30 Bq/kg 1.60 Bq/kg

最低値 0.90 Bq/kg 不検出 （1.0 Ｂｑ / ｋｇ以下）

平均 （幾何） 2.25 Bq/kg 不検出あり平均とれず

2012 年
198.8
（Bq/kg）

↓

最高値 1.16 Bq/kg 0.46 Bq/kg

最低値 0.70 Bq/kg 不検出 （0.2 ｂｑ / ｋｇ以下）

平均 （幾何） 0.31 Bq/kg 不検出あり平均とれず

2013 年 177.6
（Bq/kg）

最高値 0.90 Bq/kg

すべて不検出
（0.2 Ｂｑ / ｋｇ以下）

最低値 不検出 （0.2 Ｂｑ以下）

平均 （幾何） 不検出あり平均とれず
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※ 福島農業総合センターは、 土壌中の交換性カリに注目し、 セシウムと拮抗するカリウムを田んぼに施肥することをすすめているが、 右の棒

グラフのように、 単にカリウムというだけでなく、 土壌自身がセシウム固着に大きな役割を果たし、 セシウム移行を抑制していると考えられる。

日本の火山灰土を基礎にした 「粘土 （アロフェンやイライト） - 腐植 - 微生物」 という土壌の総合力が、 セシウムを吸着 ・ 固定し、 作物に移

行されにく状態になっている。 日本人の主食のコメはセシウム移行が少なく、 豊かな母なる大地に守られた結果となった。 　大地に感謝！

■有機の土壌づくりと

　　　　　　稲わらの全量すき込み
　「めぐみちゃん」の田んぼは、毎年出る稲わ

らを田にすき込み、有機質に富む土壌を維持し

てきました。「田んぼから出たものは田んぼに

返す」。この有機的な体系の中で、稲わらは昔

から田んぼの土づくりに有効な資材として活用

されてきました。

　しかしこの稲わら。稲全体の中では比較的セ

シウムが集積しやすい性質があります。生協で

も原発事故初年度に稲わら（葉、茎、根）、と

玄米の放射能の移行も確認していましたので、

稲わらをすき込むことで翌年以降の米に影響す

るのではと懸念していました。しかし「めぐみ

ちゃん」生産者たちは、有機の土づくりを止め

てしまう方が将来を見据えた場合に影響が出る

との認識に立ち、稲わら全量すき込みを続けま

した。

　ところが最近になって、むしろ稲わらを外に

持ち出してしまった田んぼの方でセシウムが基

準値を超えたという研究結果が明らかになりま

した。

■稲わら全量還元の玄米から

　　セシウムが検出されなかった理由。
　下記、福島農業総合センターの資料（図 1）は、

カリ（カリウム）が多いとされる稲わらを田ん

ぼにすき込むと「未検出」となるのに対して、

稲わらを外に持ち出した田んぼの米は「基準値

超え」となっていることを示しています。

　（図 2）は、土壌のセシウム濃度と玄米濃度と

は相関関係が無いことを表したグラフです。セ

シウム濃度が高くても、腐植、粘土、微生物に

よる団粒構造が形成され、セシウムが固着され、

植物に移行しにくくなっているのが要因と推測

されます。

　以上のような理由も含めて、「めぐみちゃん」

の稲わら全量すき込みによる土づくりは結果と

してセシウム対策に繋がったと言えるのかもし

れません。

【福島の水稲の実証検査から】

稲わら全量還元の水田で玄米からセシウムが検出されない理由。

図 1
図 2

福島農業総合センター資料

　稲わらを持ち出してしまっている田んぼのお米はみな基準

値超え。稲わら還元している田は皆「未検出」。
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